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内容要旨 
【目的】 
終末期ケアにおいて,アドバンスケアプランニングの概念が注目されてい
る.ケアプランの立案の際には生命予後を考慮する必要があるが,非がん
疾患の進行は多様であり,予後の予測は困難である.認知症の終末期にお
ける摂食嚥下機能障害は,QOL や生命予後に影響を与えることから, 終末
期ケアにおいて重要な評価項目である.しかし,介護現場で日々変化する
摂食嚥下機能を専門職が頻繁に評価することは困難であることから,介護
現場でも実施可能な予知性のある摂食嚥下機能評価を明らかにし,その結
果を基に,予後を見据えたケアを実践する必要があると考えた.そこで
我々は,簡易で予知性のある摂食嚥下機能評価を検討する目的で,介護老
人福祉施設入所高齢者で経口摂取が可能な者を対象に,簡易な摂食嚥下機
能評価と死亡との関係を検討した. 
【方法】 
5つの介護老人福祉施設に入所する要介護高齢者 325名に対してベースラ
イン調査を行った.調査項目は基本特性,既往歴,日常生活動作 (BI),臨
床認知症評価(CDR),骨格筋量指数(SMI),栄養評価(MNA®-SF)と摂食嚥下機
能評価としてリンシング機能,ガーグリング機能,咬筋の緊張度の触診
(PMMT),構音の評価,舌運動,改訂水飲み試験(MWST)を調査した.ベースラ
イン調査の結果で非経口摂取者,ベースライン調査から 1年後に生存して
おり施設に居住していなかった者を除外した 312 名を解析対象者とした.
統計解析は,各摂食嚥下機能を機能良好群,不良群に分け,カプランマイヤ
ー法による生存時間分析を行い,生存期間の差を Log-rank 検定にて分析
 した.摂食嚥下機能評価と死亡との関連を明らかにするため,Cox比例ハザ
ード分析により検討した. 
【結果と考察】 
観察期間中の死亡者数は 70 名(22.4%)で,先行研究と同様の割合であっ
た.Log-rank 検定では全ての摂食嚥下機能において,機能の良好群と不良
群の間で生存期間に有意差が認められた.また Cox 比例ハザード分析にお
いて,性別,年齢,既往歴,BI,CDR,MNA®-SF,SMI を調整して,性別(HR, 
95%CI；3.01, 1.53 – 5.93),年齢(1.04,1.01-1.08),脳血管疾患の既往
(1.73,1.05-2.86),PMMT(1.19, 1.05 – 3.46),MWST(1.81, 1.01 – 3.24)
が 1 年間の死亡発生と有意に関連していた.本研究で死亡との関連が明ら
かになった PMMT と MWST は,介護現場で行う簡易な摂食嚥下評価として導
入することで,ケアプランを見直すきっかけとなり,本人の望むケアや専
門家と連携した支援に繋がる可能性がある.結論として,PMMT と MWSTは死
亡発生を予知することが可能であり,終末期ケアプランを見直すきっかけ
に有効な日常観察評価として有用である可能性が示唆された. 
